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5.  ３つの目的を満足できる統合案を加えた検討 

5.1  ３つの目的を満足できる統合案の概要 

検証対象ダムの総合的な評価（その１）では、洪水調節で有利な案は「筒砂子ダム規模拡

大と漆沢ダムとの容量再編案」、「河道掘削案」、「遊水地＋河道掘削案」であり、新規利水（か

んがい）及び流水の正常な機能の維持で最も有利な案はいずれも「筒砂子ダム規模拡大案」

であることから評価結果が一致しないため、洪水調節、新規利水（かんがい）、流水の正常な

機能の維持の３つの目的を満足できる組合せを基本とした対策案の立案を検討した。 

３つの目的を満足できる統合案の組合せを総合的に勘案した結果、治水対策案「ケース⑤ 

筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量再編案」、新規利水対策案「ケース③ 筒砂子ダム規

模拡大案」、流水の正常な機能の維持対策案「ケース③ 筒砂子ダム規模拡大案」を組み合わ

せて統合した「筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダム（既設）との容量再編＋導水路（二ツ石川→

田川上流）」が、コストにおいて最も有利な案となった。 

統合した「筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダム（既設）との容量再編＋導水路（二ツ石川→田

川上流）」については「３つの目的を満足できる統合案」とし、これまでの複数の各目的別の

対策案に本案を追加して、３つの目的における評価軸ごとの評価及び目的別の総合評価、検

証対象ダムの総合評価を行うものとする。 

以下に、「３つの目的を満足できる統合案」の概要を示す。 
 
 
【「筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダム（既設）との容量再編」の統合したダム規模】 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

▼最低水位 EL.232.1

▼常時満水位 EL.270.3

利水容量
2135万m3

洪水調節容量 1040万m3

▼サーチャージ水位 EL.279.4 

H=105.5m

不特定
1925万m3

特かん 210万m3

▼最低水位 EL.232.1

▼常時満水位 EL.272.3

利水容量
2330万m3

洪水調節容量 1040万m3

▼サーチャージ水位 EL.281.4 

H=107.4m

不特定
1,640万m3

特かん
690万m3＋ ＋

＜目的別評価＞

【筒砂子ダム】

【田川ダム】

現計画（２ダム）

【ケース①】 洪水調節のみを
満足するため

拡大した
筒砂子ダム規模拡大と漆
沢ダムとの容量再編案

治水【ケース⑤】

流水のみを
満足するため

拡大した
筒砂子ダム
規模拡大案

流水【ケース③】

新規利水のみを
満足するため

拡大した
筒砂子ダム
規模拡大案

利水【ケース③】

＜統合したダム規模＞

▼サーチャージ水位 EL.282.3 

▼最低水位 EL.237.9

▼常時満水位 EL.272.2

利水容量 1850万m3

洪水調節容量 1040万m3

H=98.4m

特かん 210万m3

不特定
1,640万m3

【３つの目的を満足
できる統合案】

筒砂子ダム規模拡大と
漆沢ダムとの容量再編

治水【ケース⑤→⑫】
利水【ケース③→⑬】
流水【ケース③→⑪】

の組み合わせ

※治水対策として、河道掘削が必要

▼サーチャージ水位 EL.251.3 

▼常時満水位 EL.243.2

洪水調節容量 500万m3

▼最低水位 EL.222.3

利水容量 828万m3

H=85.0m

不特定 329万m3

特かん
499万m3

H=114.5m
▼サーチャージ水位 EL.288.4 

利水容量
3,100万m3

▼常時満水位 EL.279.3

洪水調節容量1,220万m3

不特定
1,730万m3

特かん
690万m3

漆沢ダム利水代替
680万m3

▼最低水位 EL.232.1

漆沢ダム（既設）
H=80.0m

▼サーチャージ水位 EL.276.5 

▼制限水位 EL.261.5

▼最低水位 EL.243.1

洪水調節容量 950万m3

利水容量 650万m3

不特定 300万m3

上水 210万m3

工水 140万m3

▼サーチャージ水位 EL.276.5 

▼制限水位 EL.261.5

▼最低水位 EL.243.1

洪水調節容量 950万m3

利水容量 650万m3

不特定 300万m3

上水 210万m3

工水 140万m3

漆沢ダム（既設）
H=80.0m

▼サーチャージ水位 EL.276.5 

▼最低水位 EL.243.1

洪水調節容量 1600万m3

漆沢ダム（既設）
H=80.0m

▼サーチャージ水位 EL.276.5 

▼最低水位 EL.243.1

洪水調節容量 1600万m3

＜河川整備計画＞
２ダム

統
合

▼最低水位 EL.232.1

▼常時満水位 EL.274.5

利水容量
2561万m3

洪水調節容量 1220万m3

▼サーチャージ水位 EL.284.5 

H=110.6m

不特定
1,640万m3

特かん
210万m3

漆沢ダム利水代替
711万m3

▼最低水位 EL.232.1

▼常時満水位 EL.274.5

利水容量
2561万m3

洪水調節容量 1220万m3

▼サーチャージ水位 EL.284.5 

H=110.6m

不特定
1,640万m3

特かん
210万m3

漆沢ダム利水代替
711万m3
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＜３つの目的を満足できる統合案＞ 
  治水対策案：筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量再編案 

 
○筒砂子ダム規模拡大と既設ダム「漆沢ダム」の容量再編（治水専用化）により洪水調節を

行うとともに、河道配分流量に応じた河道改修を実施する。 
○筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量再編における筒砂子ダムの規模拡大については、

洪水調節、新規利水（かんがい）、流水の正常な機能の維持の３つの目的を満足できるダム

規模を確保する。 
○漆沢ダムの容量再編に伴う利水容量の補償措置は、筒砂子ダムの規模拡大で確保する。 
○河道掘削や築堤により段階的に安全度が向上し、筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量

再編完成時には安全度が全川にわたり向上する。 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対策案 概算数量 
治水対策案 【洪水調節施設諸元】 

 （新設）筒砂子ダム規模拡大 ダム高 H=98.4m→114.5m(利水代替分の確保)、 
洪水調節容量 V=1,220 万 m3 

（既設）漆沢ダム容量振替  ダム高 H=80.0m、 
洪水調節容量 V=950 万 m3→1,600 万 m3 

河川整備計画 【河道改修】 
 築堤 V=約 190 万 m3、掘削 V=約 120 万 m3 、残土処理 V=約 80 万 m3 
橋梁架替 2 橋、樋門樋管改築 22 箇所、用地買収 A=約 8ha、移転家屋約 140 戸 

※本治水対策案で想定する事業のうち、河川整備計画にも含まれるものを下段に、治水対策案として河川整備計画に追

加して実施するものを上段に記載している。 

※対策箇所や数量については、平成 24 年度末時点の見込みであり、今後変更があり得るものである。 

※鳴瀬川の河道掘削及び整備計画で予定している吉田川の河道掘削から発生する土砂を、鳴瀬川の築堤へ活用した後

の残土を対象に残土処理を実施 

二ツ石ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム流域面積
４２．４ｋ㎡

漆沢ダム流域面積
５８．９ｋ㎡

桑折江堰

新
江
合
川

鳴瀬川中流堰

三本木
さんぼんぎ

野田橋
のだばし

小野田
おのだ

既設ダムの活用と検証対象ダムの再編

・治水専用化
・トンネル洪水吐の設置

【直轄区間】
河川整備計画と同規模の築堤・河道掘削

大臣管理区間
上流端(40.9km)

国
土
交
通
省

東
北
地
方
整
備
局

鳴
瀬
川
総
合
開
発
調
査
事
務
所

漆沢ダム利水代替確保
を含むかさ上げ
（H=98.4m→114.5m）

筒砂子ダム

：河道掘削

：築堤

【平面図】 

基準地点

主要地点

既設ダム

建設中ダム

計画ダム

南川ダム

宮床ダム

落合

三本木

野田橋 野蒜小野田

筒砂子ダム

利水代替確保を

含む規模拡大

漆沢ダムの容量再編

鳴瀬川
石

巻

湾

善川

吉
田

川 竹林川

1,100
［3,400］
2,800

3,300

単位：m
3
/s

上段の［］付き：目標流量

下段：河道配分流量

新
江

合
川

H.W.L

平水位

樹木樹木伐採
掘削土の有効活用 掘削土の有効活用

残土処理

河道改修イメージ
凡例

現況河道

河川整備計画（掘削・伐採・築堤）

治水対策案（掘削・伐採）

H.W.L

平水位

樹木樹木伐採
掘削土の有効活用 掘削土の有効活用

残土処理

河道改修イメージ河道改修イメージ
凡例

現況河道

河川整備計画（掘削・伐採・築堤）

治水対策案（掘削・伐採）
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＜３つの目的を満足できる統合案＞ 

  新規利水対策案・流水の正常な機能の維持対策案： 
筒砂子ダム規模拡大＋導水路（二ツ石川→田川上流） 

 

○筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量再編における筒砂子ダム規模拡大につい
て、洪水調節、新規利水（かんがい）、流水の正常な機能の維持の３つの目的を満
足できるダム規模で必要な開発量を確保する。 

○田川筋へは二ツ石川からの利水導水及び二ツ石ダムの補給区域を見直して必要な
開発量を確保する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量再編  

2.0m2.0m

断面図

延長 約2.0km

有効貯水容量
16,000千m3

ダム高
80.0m

総貯水容量
18,000千m3

漆沢ダム(既設)貯水池容量配分

サーチャージ水位 276.5m

洪水調節容量9,500千m3

常時満水位 EL.261.5m

利水容量 6,500千m3
流水の正常な機能の維持3,000千m3

上水道用水 2,100千m3

工業用水 1,400千m3

発電 （6,500千m3）

最低水位 EL.243.1m

堆砂容量 2,000千m3

基礎地盤 EL.200.0m

導水路(二ツ石川→田川上流) 

有効貯水容量
16,000千m3

総貯水容量
18,000千m3

洪水調節容量

16,000千m3

最低水位 EL.243.1m

堆砂容量 2,000千m3

基礎地盤高 EL.200.0m

ダム高
80.0m

漆沢ダム容量再編(治水専用化)

サーチャージ水位 276.5m

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 282.3m

洪水調節容量 10,400千m3

常時満水位 EL.272.2m

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

最低水位 EL.237.9m

堆砂容量 2,500千m3

基礎地盤 EL.190.0m

ダム高
98.4m

鳴瀬川

吉田川

新江合川

石巻湾

長沼ため池

孫沢ため池

田川ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

筒砂子ダム規模拡大

導水路
（二ツ石川→田川上流）

漆沢ダム（既設）容量再編

有効貯水容量
43,200千m3

総貯水容量
45,700千m3

サーチャージ水位 288.4m

洪水調節容量 12,200千m3

常時満水位 EL.279.3m

利水容量 31,000千m3

流水の正常な機能の維持17,300千m3

かんがい 6,900千m3

漆沢ダム利水代替 6,800千m3

最低水位 EL.232.1m

堆砂容量 2,500千m3

基礎地盤 EL.180.0m

ダム高
114.5m 有効貯水容量

43,200千m3

総貯水容量
45,700千m3

サーチャージ水位 288.4m

洪水調節容量 12,200千m3

常時満水位 EL.279.3m

利水容量 31,000千m3

流水の正常な機能の維持17,300千m3

かんがい 6,900千m3

漆沢ダム利水代替 6,800千m3

最低水位 EL.232.1m

堆砂容量 2,500千m3

基礎地盤 EL.180.0m

ダム高
114.5m

筒砂子ダム規模拡大貯水池容量配分




